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論 文 内 容 の 要 旨 
 本博士論文は、経済主体の効用が人的資本保有量や所得水準の他者との相対比較に依存するという想定、すなわち
社会的地位選好が経済成長、資源配分の効率性、及び所得分配に与える影響を分析している。 
 Chapter 1 では、近年のマクロ経済学における社会的地位選好の研究を概観し、また本博士論文の概要を述べる。 









 Chapter 4 では、社会的地位選好の存在する宇沢－ルーカス型モデルを、財生産における人的資本外部性が部門特
殊的なものである場合に拡張する。人的資本保有量に基づく社会的地位選好が存在する下では、人的資本の財生産に
対する部門特殊的外部性は地位選好に起因する過剰な人的資本蓄積を促進してしまう、ということが示される。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は社会的な地位選好をモデルに組み込み、この外部性が成長過程に与える影響とそれを補正する課税政策に
ついてオリジナリティのある分析をしている。さらに異質な個人の存在を考慮して社会的な地位選好が不平等にどの
ような影響を与えるかについての分析を行っている。異質性をモデルに導入すると分析が困難になるにもかかわらず
非常に優れた分析を行っている。以上から、博士（経済学）に十分に値すると判断する。 
